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令和４年３月新規学校卒業予定者（高卒・大卒）の就職内定状況等を取りまとめ 

 

～新規高卒就職内定率は令和３年１０月末時点で８２．３％～ 

 （学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計） 

 

～新規大卒就職内定率は令和３年１０月末時点で４９．０％～ 

 

 「徳島新卒者等人材確保推進本部」（本部長 伊藤浩之徳島労働局長）は、令和

４年３月新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（令和３年１０月末現

在）（速報値）を取りまとめました。その概要は次のとおりです。 

 

Ⅰ 新規高等学校卒業予定者 

１ 就職内定状況 

（１）求職者（就職希望者数）は１，０９１人、前年同期（１，１７８人）に比べ８７人（７．４％）

減少した。 

（２）就職内定者は８９８人、前年同期（７９３人）に比べ１０５人（１３．２％）増加した。 

（３）就職内定率は８２．３％、前年同期（６７．３％）を１５．０ポイント上回った。 

 （注）前年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、高校生の選考・内定開

始日が１０月１６日となり、例年より１か月後ろ倒しとなっていました。 

    令和３年度 

           ８９８人 （就職内定者数）   

１，０９１人 （就職希望者数） 

    令和２年度 

           ７９３人 （就職内定者数）   

１，１７８人 （就職希望者数）  

※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計 
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２ 求人の状況 

県内の安定所で受理した求人数は２，２４２人で、前年同期（２，０５５人）に比べ 

   て１８７人（９．１％）増加した。 

 

３ 県内就職希望者数の状況 

（１）県内就職希望者は８８５人、前年同期（９１６人）に比べ３１人（３．４％）減少した。 

（２）県内就職内定者は７１６人、前年同期（５７８人）に比べ１３８人（２３．９％）増加し

た。 

（３）県内就職内定率は８０．９％、前年同期（６３．１％）を１７．８ポイント上回った。 

 

４ 求人倍率 

   県内就職希望者の求人倍率は２．３９倍で、前年同期（２．１３倍）に比べ０．２６ポイ 

ント上回った。 

 

Ⅱ 新規大学卒業予定者 

１ 就職内定状況（届出済分）について 

（１）求職者（就職希望者）は２，０９４人、前年同期(２，１２０人)に比べて、２６人（１．２％） 

減少した。 

（２）就職内定者は１，０２７人、前年同期(１，１４０人)に比べて、１１３人（９．９％）減少 

した。 

（３）就職内定率は４９．０％、前年同期（５３．８％）を４．８ポイント下回った。 

 

※本調査は、徳島労働局管内の各ハローワークが、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲での内

定状況等を報告していただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定として計上されま

す。文部科学省と厚生労働省が、共同で調査して公表している全国の数値と直接比較できるものではありません。 

 

２ 求人の状況について 

 県内・外の事業所から大学に提出された求人数は３４１，３７９人で前年同期 

（３７２，３７５人）に比べ、３０，９９６人（８．３％）減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《就職支援の取組》 

令和３年度、徳島労働局においては、若者に対する就職支援を重点施策とし、

とりわけ新卒者等の就職支援を推進し、若者と企業のマッチングの強化に取り組

んでおり、今後も各学校と連携を保ちながら未内定生徒に対し、就職支援ナビゲ

ーターが担当者制により、求人情報の提供、職業相談等、引き続き、きめ細かな

個別指導を実施します。 


